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（論文内容の要旨） 
 
 壁画や柱絵のような建造物に直接描かれた作品は、日常的な気温や湿度の変化、紫外線などの影響に
より剥落などの劣化を防ぐことが困難である。本研究の対象作品は、長年の薫香などによる煤煙等が画
面の保護膜の役割となっているため図様が剥落などの劣化から守られている。しかし、その影響で画面
が黒変してしまっているため、制作当初の状態を想起する上で重要な線描や彩色を直接確認出来ない状
態にある。 
 ところが絵画や書などに用いる墨は、赤外線をよく吸収し、また表面の絵具や汚れを通過する性質を
持っているので、絵具や汚れの奥に隠された図様を赤外線写真撮影により確認することが可能である。
そこで、この赤外線写真の特徴を利用して、煤の奥に眠る図様を日本画の伝統技術、材料を用いて制作
当初の姿に復元することはできないだろうかと考えた。 
 本研究の対象作品「鶴林寺太子堂仏後壁裏面仏涅槃図」は刀田山鶴林寺の太子堂内（正中年間－1324
～1326－の棟札の記事から平安後期の天永三年－1112－の造立とされている。）に描かれている。太子堂
内に描かれている壁画は、すべて黒変してしまっている。従来、ここに壁画が描かれていることは知ら
れていたが、昭和五一年（1976）に、改めて赤外線写真撮影による本格的な調査が鶴林寺と奈良国立博
物館によって行われ、九品来迎図などの荘厳画が描かれていることが確認された。その中でも仏後壁裏
面の涅槃図には、当時の暢達した線描をわずかだが直接確認出来る部分がある。しかし、この線描が残
っている部分も現状のまま長い年月を経れば、劣化の進行は免れない。 
 そこで本研究では、赤外線写真からの情報だけではわからなかった制作当初の芸術性を視覚的に確認
することを目的とし、彩色を含めた想定復元模写の制作を行う。 
 研究は、肉眼では見えない線描を明らかにすることと、剥落箇所の図様と彩色の復元に重点を置く。
赤外線写真を基に線描を起こし、類似作品や文献などを参考として図様の復元を行い、さらに蛍光Ｘ線
分析調査を取り入れ顔料の元素分析を実施する。想定復元模写は、描かれた当初に近い条件で試みるこ
とにする。 
 また、本研究の対象作品は黒変してしまった文化財でありながら重要文化財聖徳太子像の附として指
定されており、その図様や線描の美しさから美術史などにも取り上げられることが多いが、赤外線写真
の画像からでしか議論されていないのが現状である。研究対象作品の彩色を含めた想定復元模写を行う
ことにより、他の同図様作品と比較検討することができ、本作品が平安時代の涅槃図研究において重要
 な作品であることが再認識されると期待できる。 
 また、制作当初の図様を想定した復元模写制作を通じ、日本画家としての経験に基づく実技的要素に
光学的調査で得られた結果を統合し、具現化することで、本研究は文献上や美術史の研究だけでは究明
しえなかった新たな事実を提示できると考える。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、平安時代後期に造立されたとされる兵庫県加古川市に所在する天台宗の古刹である鶴林寺
太子堂（法華堂）の仏後壁背面に描かれた仏涅槃図が、現在、長年の香煙等によって画面全体が黒変化
し、図様及び彩色がほとんど肉眼では識別するのが困難になっているのに対して、制作当初の姿に戻す
べく赤外線写真撮影や蛍光Ｘ線分析などの光学的手法によって、図様及び彩色を想定復元し、模写本を
制作する過程を詳細に論述したものである。 
 本論文は、Ⅰ．研究概要、Ⅱ．調査及び再現研究、Ⅲ．想定復元模写、Ⅳ．総括からなり、論述のう
ち、図様の表現で赤外線写真でも明白でない羅漢ともみられる尊像を、他の羅漢とやや異なることから
金剛力士として復元し、また彩色では釈迦如来の着衣の色を、蛍光Ｘ線分析で金と砒素の元素が検出さ
れたことで金泥と石黄で賦彩し、加えて絵具の厚さについては、目視の調査はもとより、太子堂内に設
置された厨子内に収納される秘仏の壁画である「聖徳太子勝鬘経講讃図」を参考にして薄塗りとするな
ど、想定して復元模写する依り所を明確に論述するなど、本論文は新知見を含むとともに客観性に富み
高く評価される。 
 なお、附記すべきは、本論文もさることながら、今回、制作された想定復元模写本によって、図様及
び彩色が鮮明に表わされ、一般に鑑賞に供されるとともに、類似する金剛峰寺所蔵の国宝「仏涅槃図」
（応徳三年－1086）と比較検討されるべき一本として美術史学の研究に寄与するところ少なからざるも
のがある。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 本作品は、「想定復元模写」という制作当初の姿を想定して制作したものである。 
 昭和51年の鶴林寺と奈良国立博物館による本格調査の折に撮影された赤外線写真を研究遂行の原点と
し、自らの目でも徹底的な調査を行い、槍鉋の痕や白土下地の厚み、文様の盛り上げ、わずかに見える
線描などを見極めた。また拡大した赤外線写真撮影や蛍光X線写真撮影を行い、更には同じ太子堂内にあ
る、同作者と考えられている厨子絵の調査を行い、出来得る限り信憑性の高い資料を得た上で研究を進
めている。 
 基底材の再現については槍鉋を用いて木地表面にさざ波模様のような堀り跡をつけ、その上に塗布す
る白土の種類、ドーサ濃度について、様々な実験の上に選りだされている。 
 図様再現については赤外線写真をもとに線描を描き起こし、剥落箇所においては類似作品や文献など
を参考とした。その際にかねてから関連性が指摘されてきた金剛峰寺所蔵の涅槃図との比較を行い、図
様・文様の酷似はさることながら、線描における伸びやかな筆致の近似性を、身を持って実感し、平安
期の線描の特徴を表現することに努めている。 
 色料の推定についても変褐色の耐光性試験による劣化実験を加え、客観的な判断のもとに行われてい
ることがうかがえる。 
 本研究は美術史の先行研究において指摘されていた点を踏まえ、画家の技術、経験、感覚によって制
作当初の図様や彩色を想定し、模写作品という形で１つの答えを導き出したことに大きな成果がある。
文化財保存という観点、美術史という観点においても貴重な指標となりうる作品に仕上がっており、審
 査員全員の高い評価のもと、合格となった。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 建造物に直接描かれた壁画は、建物自体が宗教の対象であったり指定物件であったりするため、取り
外して保存することが困難であり、充分な保存がされないまま現在に至っているケースが多い。鶴林寺
太子堂仏後壁裏面も長年の薫煙が保護膜となり剥落の劣化からは免れているものの、全面が黒変してし
まい図像を確認することが出来なくなってしまっているのが現状であった。しかしながら、鶴林寺と奈
良国立博物館との赤外線写真による調査の結果、仏後壁裏面には平安時代に描かれたと思われる涅槃図
が確認された。このままでは一般的には見ることも出来ず、平安時代の優れた文化を受け継ぐことも不
可能であった。 
 そこで本研究では、赤外線写真からのデータを基に線描を描き起こし、類似作品や文献などを参考に
しながら図像の復元を試み、蛍光Ｘ線分析調査を取り入れて顔料の特定を行った。それらの調査や試作
の結果を基に、槍鉋で描かれた当時と同じ様に加工した檜材の上に白土下地・線描・彩色を行い想定復
元模写をおこなった。描かれた当初の姿が再現されることにより、平安時代の涅槃図研究の貴重な資料
となるだけでなく、平安時代の文化が後世に受け継がれていくという文化財の保存の観点からとても意
義のあることだと考える。作家としての能力に加え、科学的光学的調査結果、美術史能力が複合するこ
とにより、消え去ろうとしていた作品が蘇ることが出来たことは本研究の最も優れたところである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
